


公益財団法人 北海道市町村振興協会事業に関する
アンケート調査票


	市町村名
	





[image: 裏-クーちゃん（ワッペン-フチあり）]
サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）
　  ハロウィンジャンボ宝くじ（新市町村振興宝くじ）

※この宝くじの収益金は、道内の売り上げ実績等により配分され、
「市町村の明るく住みよいまちづくり」に使われます。



令和５年８月
公益財団法人　北海道市町村振興協会



	Ⅰ　アンケート調査の趣旨について


　当協会は、「市町村振興宝くじ（サマージャンボ宝くじ）」の発売収益金を積み立て、これを有効に運用し、道内市町村の振興のために、公共施設整備に関する貸付をはじめ、地域の課題に対応した調査研究、市町村職員等の研修の実施や支援、情報資料提供、特色ある事業への助成など、各種事業を積極的に推進しています。
これら協会事業は、これまで概ね５年ごとに市町村へのアンケート調査を実施するなど、市町村からのご意見やご要望等を踏まえ見直しをしながら、制度の充実を図ってきましたが、今年度が見直しの検討年度に当たることから、今般、市町村の意向を伺うため、アンケート調査を実施することとしました。事業の見直しに当たり、昨年度から実施している北海道市長会及び北海道町村会との意見交換の中で、「自治体ＤＸ」や「脱炭素」の推進、「地域交通」の確保など、社会情勢の変化に的確に対応するため、市町村が実施するソフト事業や人材育成事業に対する助成事業を中心に、多くの市町村が活用出来るよう見直しを進めることが重要とのご意見をいただいているところです。
つきましては、上記の趣旨をご理解いただき、本アンケートにご理解、ご協力をいただきますようお願いいたします。　
【参照】　北海道市町村振興協会 ＨＰ　(do-shinko.or.jp)

	




Ⅱ　研修支援事業について


　当協会が実施している、市町村等への研修支援事業についてお伺いします。
　【参照】研修支援事業 ｜ (do-shinko.or.jp/project/project05/)

[bookmark: _Hlk143087765]≪１　「地域づくりセミナー開催支援金」について≫
　　【参照】
[bookmark: _Hlk143095218]問１　貴市町村では、過去５年間（平成30年度から令和４年度、以下同じ）に、支援制度を活用したことがありますか。該当するものを１つ選び○で囲んでください。

　１　支援制度を活用したことがある
　２　支援制度は知っているが、活用したことはない
　３　支援制度を知らなかった

問２　問１で「２」と回答された市町村にお伺いします。「地域づくりセミナー」の支援制度を活用しない主な理由は何ですか。該当するものをすべて選び○で囲んでください。

　１　セミナーにかかる予算が確保できないなど、実施が難しい
　２　住民の参加を得にくい
　３　申請手続きが煩雑すぎる
　４　その他
	具体的に記入してください。






[bookmark: _Hlk143095253]≪２　「市町村職員まちづくり研修会開催支援金」について≫
問３　貴市町村では、過去５年間に、この支援制度を活用したことがありますか。
該当するものを１つ選び○で囲んでください。
　１　支援制度を活用したことがある
　２　支援制度は知っているが、活用したことはない
　３　支援制度を知らなかった

[bookmark: _Hlk144372551]問４　問３で「２」と回答された市町村にお伺いします。「市町村職員まちづくり研修会」の支援制度を活用しない主な理由は何ですか。該当するものをすべて選び○で囲んでください。

　１　研修会にかかる予算が確保できないなど、実施が難しい
　２　職員の参加を得にくい
　３　申請手続きが煩雑すぎる
　４　その他
	具体的に記入してください。






≪３　「（仮称）地域づくり研修会開催支援金」について≫
　問５　事業の積極的な活用を図るため、「地域づくりセミナー開催支援金」と「市町村職員まちづくり研修会開催支援金」を統合した上で、下記のＡ～Ｃの見直しを検討しております。
　　　　見直しの方向性について、見直すべきと思う項目を選び○で囲んでください。（複数回答可）
[bookmark: _Hlk144133854]（見直しの方向性）
　　　　　Ａ　参加者の要件の緩和（地域住民又は職員であれば可とする等）
　　　　　Ｂ　事業の実施に必要な食糧費等、助成対象経費の拡大
[bookmark: _Hlk143261085]　　　　　Ｃ　申請手続きの簡素化（申請書類の簡略化）

上記の見直しの方向性のほか改善すべき事項などがありましたら、ご意見を記入してください。
	[bookmark: _Hlk144129773]【意見】



　　
	



Ⅲ　助成事業について


当協会が実施している、市町村等への助成事業についてお伺いします。
　【参照】助成事業 ｜ (do-shinko.or.jp/project/project07/)

≪１　いきいきふるさと推進事業助成金について≫
問６　貴市町村では、過去５年間に「いきいきふるさと推進事業助成金」を活用したことがありますか。該当するものを1つ選び○で囲んでください。
　１　助成制度を活用したことがある
　２　助成制度を活用したことはない
　３　助成制度を知らなかった
問７　問６で「２」と回答された市町村にお伺いします。「いきいきふるさと推進事業助成金」を活用しなかった主な理由を、すべて選び○で囲んでください。

　１　該当する事業がなかった
　２　財政支援を必要としなかった
　３　別の助成制度を活用した
　４　申請などの手続きが煩雑であった
　５　その他
	具体的に記入してください。



[bookmark: _Hlk143088042]≪２　先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金について≫
問８　貴市町村では、過去４年間（令和元～４年間）に「先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金」を活用したことがありますか。該当するものを1つ選び○で囲んでください。

　１　助成制度を活用したことがある
　２　助成制度を活用したことはない
　３　助成制度を知らなかった

問９　問８で「２」と回答された市町村にお伺いします。「先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金」　　を活用しなかった主な理由を、すべて選び○で囲んでください。
　
　１　該当する事業がなかった
　２　財政支援を必要としなかった
　３　別の助成制度を活用した
　４　採択要件が厳しすぎる
　５　申請などの手続きが煩雑であった
　６　その他
	具体的に記入してください。







≪３　新「いきいきふるさと推進事業助成金」について≫（別紙（Ｐ６）参照）
　問10　事業の積極的な活用を図るため、「いきいきふるさと推進事業助成金」と「先駆的調査・実証プロジェクト推進事業助成金」を統合した上で、下記のＡ～Ｃの見直しを検討しております。
見直しの方向性について、見直すべきと思う項目を選び○で囲んでください。（複数回答可）
（見直しの方向性）
Ａ　事業の実施に必要な備品購入費や食糧費等、助成対象経費の拡大
　　　　Ｂ　理事長特任事業（特定行政課題）支援事業に対する助成率又は上限額の引き上げ
　　　　Ｃ　申請手続きの簡素化（申請書類の簡略化）


上記の見直しの方向性のほか改善すべき事項などがありましたら、ご意見を記入してください。
	【意見】





	Ⅳ　その他の事業について


今後の協会運営の参考としたいので、現在、当協会が行っている取組について、ご認識されているか、お答えください。

問１１-１　北海道市町村職員研修センター運営費負担金
　　自治政策研修センターの廃止に伴い、平成１７年度に設置された北海道市町村職員研修センターに係る経費について、人件費を含めた運営費全額を当協会が負担していること

　　１　知っている
　　２　知らなかった

問１１-２　（一財）地域活性化センター会費助成金について
　　全国の自治体が加入する（一財）地域活性化センターの道内市町村の年会費の１／２を北海道市長会及び北海道町村会に対し、支援していること

　　１　知っている
　　２　知らなかった

問１１－３　施設の管理運営
　　当協会が北海道自治会館に区分所有する施設について、次のとおり自治関係団体に無償貸与していることや会議室等を貸出ししていること
　　・事務室及び倉庫　北海道市長会、北海道町村会、北海道市町村備荒資金組合、
北海道市町村職員退職手当組合、北海道町村議会議長会
・倉庫のみ　　  　北海道市町村職員共済組合

　　１　知っている
　　２　知らなかった





	[bookmark: _Hlk143084610]



Ⅴ　北海道振興協会への意見･要望について



問１２　当協会に期待することなど、どのようなことでも結構ですから、ご自由にご意見・ご要望を記入　してください。（別紙でも可）

	








　

アンケート調査へのご協力ありがとうございました。

本アンケートに関して問い合わせをさせていただく際の連絡先をご記入してください。

	市町村名
	

	所属部課名
	

	職・氏名
	

	電話番号
	
（内線：　　　）

	E-mailアドレス
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別紙（問１０関係）

上限 下限 通常 特例 上限 下限 通常 特例

広域 3,000

小規模 1,000

重点

特色ある地域創生

事業等

その他

上記以外で道内市

町村のモデルになり

うる事業

重点

2,000 500

特色ある地域創生

事業等

その他

5,000 500

１０／１

０

2年

令和元年度から

試験的に実施

（原則、道内で

先例の無い、

「調査研究事

業」又は「実証

実験事業」を採

択）

廃止

（上記理事

長特認事業

に統合）



※令和５年

度新規採択

事業につい

「いきいきふるさと推進事業助成金」の対象事業等の見直しに向けたたたき台

事業区分

旧

見直しの

方向性

新

助成金額（千円）

助成率

最長助成期間

対象事業等

助成金額（千円）

助成率

最長助成期間

対象事業等

一

般

事

業

500

１／２

３年

観光及び地場産

業の振興等、交

付要綱第２条に

掲げる政策課題

に、広域的又は

小規模に実施す

るソフト事業

理

事

長

特

認

事

業

広

域

（参考）

先駆的調査・実証プロ

ジェクト推進事業助成

金



上限額

のアップ

を検討

助成率

のアップ

を検討

1,000

５年

特定行政課題

（毎年度決定）

例：自治体DX、脱

炭素、地域交通　等

5,000 1,000

５年

小

規

模



３年



変更



変更なし



変 更 な し
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